
ソーシャルビジネスフォーラム
開催日時：平成２４年６月 20 日（水）14:00～16:30
場 所：名護市産業支援センター大会議室（名護市大中区１－19―24）

（駐車場はお近くの名護市営港駐車場等の有料駐車場を御利用ください）

【当日のプログラム】

14:00～14:05 挨 拶 内閣府沖縄総合事務局経済産業部長 山内 徹

14:05～14:50 基調講演「成功事例に学ぶ・過疎の村は、自然の宝庫～発想の逆転で生み出

した地域力の再生」 講師／東村農林水産課長 山城 定雄 氏

14:50～15:00 休 憩

15:00～16:00 パネルディスカッション「不利な条件を逆転するために必要なこと」

コーディネイター／田中 美幸 氏（那覇市 NPO 活動支援センター長）

パネリスト(50 音順）／

・大 谷 健太郎 氏（公立大学法人 名桜大学国際学群観光産業専攻准教授）

・末 吉 司 氏（特定非営利活動法人 北部地域ＩＴまちづくり協働機構<HICO>理事長）

・松 本 壮 氏（伊江村商工観光課長補佐）

・山 城 定 雄 氏（東村農林水産課長）

16:00～16:30 質疑応答

16:30 終 了

主催：内閣府沖縄総合事務局経済産業部

お問い合わせ先：内閣府沖縄総合事務局経済産業部地域経済課 TEL098-866-1730（伊禮、中嶋）

北部版

【東村の主な取組】

・小学４年生から高齢者まで村民総出で、６年かけて５万本のつつじを植栽。後に「村民

の森つつじ園」に発展し、昭和 58 年につつじ祭りがスタート。

・平成８年に「21 世紀ビジョン」を策定。平成 14 年、エコパークの供用開始。起業家の

誕生により、村民所得が大幅に増加。平成 10 年に１校からはじまった修学旅行の受け入

れは、平成 21 年には 350 校に。人口 1800 名の村に、年間 30 万人が訪れるようになった。ダム湖でのカヌー体験

ソーシャルビジネスは、様々な社会的課題をビジネス手法で解決していく持続的な事業活動のことです


